
 

岐阜県嚥下障害研究会                                    モグモグ通信 No.21 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「多職種連携の重要性」 
 

 

岐阜県嚥下障害研究会    

理 事 林 哲次 

(岐阜県歯科医師会・地域医 

療委員会 かもの歯科医院) 

 

第１５回岐阜県嚥下障害研究会学術講演会に参

加された会員の皆様ありがとうございました。ま

た、５名の講師の先生方はじめスタッフの皆様、

本当にお疲れ様でした。参加者総数２５０名余り、

講演は大成功だったと思います。 

 私は歯科医師となって２４年、訪問診療も勤務

医１年目より携わり２４年になります。最近の若

い歯科医師の先生方はしっかりと教育を受けてい

ると思いますが、私の年代以前では、大学時代の

教育は健常者の咀嚼機能が主で、障害児者への治

療や関わり、摂食・嚥下障害に対する治療や対処

法などの教育はほとんどされていませんでした。

そのため、来院される患者さんや訪問先の患者さ

んから、最近食べにくくなったとか、飲み込みに

くくなったとかの訴えがあると、私はそれまで咀

嚼機能の問題(虫歯、歯周病、不適切な義歯等)とい

う視点で診査･治療をしていましたが、なかなか思

うような治療結果が得られないこともしばしばで

した。 

そんな悩んでいた１０年ほど前、摂食・嚥下の

治療に携わる職種の人より、それは嚥下の問題で

はないかとアドバイスを受け、それ以降、治療の

際には心の片隅に“ひょっとしてこの患者さんは

摂食･嚥下障害があるかも”との視点も持つように

なりました。摂食･嚥下障害であろうと思われる患

者さんや嚥下障害に陥るのではと思われる患者さ

んがいると、参考文献を読んで自分なりに勉強し

たり、専門職種の人にアドバイスを求めたりしな

がら、つたないアプローチ？をしてきました。 

 そんな中、４年前に友人の歯科医師より「面白

い勉強会があるから」と誘われて参加したのがこ

の岐阜県嚥下障害研究会の初級課程研修会でした。

そこには看護師、ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ、栄養士、歯

科衛生士、養護学校教諭、施設介護職員など、日

ごろの診療ではあまり関わる機会も少ないと思わ

れる多職種の顔ぶれがあり、摂食・嚥下障害に関

わる職種の多さや、対応がいかに多岐にわたるか

を改めて認識させられました。 

 その多岐にわたる対応を実現するには、多職種

の連携は必須です。どの職種にも、それぞれの守

備範囲があり、得意とするジャンルもあれば、法

の縛りによって行えない行為もまたあります。そ

れぞれ異なるニーズを持つ患者に十分かつ適切に

対応するには単独の職種では不可能といえるでし

ょう。この研究会に入会させていただいたことは、

知識や技術の向上に役立つだけでなく、歯科の通

常業務だけでは関わることのなかったであろう職

種の方たちと広く交流の機会が持てるという意味

でも大変プラスになっており、嬉しく思っていま 

す。 
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岐岐阜阜県県嚥嚥下下障障害害研研究究会会  

発行所：岐阜県嚥下障害研究会 

事務局：土岐市立総合病院 ST 室 

事務局が土
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リ部内へ移

動しました。 
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「自らの摂食・嚥下リハ見直す」 

             

医療法人仁寿会  

サニーサイドホスピタル 

       言語聴覚士 吉村 みゆき 

 

言語聴覚士歴２年目、初めてこの講習会に参加

し、大変有意義な時間を過ごしました。 

 初めに摂食・嚥下リハビリテーションについて、

自分の現在の仕事を見直すとてもよい機会を頂い

たという点です。肺炎の怖さ・嚥下反射と咳反射

の回復の差・昼夜の反射の差など、学生の頃より

更に詳しい知識以外に、摂食・嚥下のメカニズム

から訓練法という基礎的なお話を伺いました。「ア

イスマッサージ部位で咽頭後壁とは見落としてい

たなぁ。嘔吐反射は強くないし、効果的かもしれ

ない。」、「脱水症状を疑われた患者様に、点滴以外

に、私に出来た事は？」患者様の顔が次々目にう

かび、それぞれの評価や訓練を色々と振り返るこ

とが出来ました。 

 第２に、楽しく、のみにくさ体験をしたことで

す。エビせんを嚥下直前の状態を、隣の方と見せ

合いました。ペースト状の食塊が舌の真ん中にあ

りました。隣の方の口の中をまじまじと見たので

すが、自分が見られる時は少し緊張し口臭がしな

いように息を止めました。舌を動かさずにのむ、

開口したまま噛む等課題が課せられました。エビ

せんはおいしい筈なのに、おいしく食べられない

のみこみ難さを体験し、患者様の日頃の食事での

気持ちや疲れやすさ・ムセの原因について考えま

した。舌の運動低下や口唇閉鎖不全などが、誤嚥

の危険性をいかに高めているか、適切な食形態が

いかに重要か学びました。 

 第３に、先生方が丁寧に質問に答えて下さった

ことです。義歯の食べる以外の効果については「歩

行訓練時に力を出す、明瞭に話すためにも重要。

相手に伝わらない経験を繰り返すと、患者様は話

す意欲を失ってしまう。患者さんの気持ちにより

そって装着の判断を。」とても大切な事を教えて頂

きました。 

最後に隣の方との交流が出来た点がよかったで

す。遠く飛騨からの素敵な管理栄養士さんでした。

働く施設も職種も違う方との情報交換で刺激や元

気を一杯頂きました。 

 先生方・皆さまありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
第 15回 

初級課程講習会 

レポート  

 

  

年会費納入について 
 

納入金額：平成２４年度分 会費 1,000 円 

納入期限：３月末日まで 

 前年未納者は 2,000 円 

振 込 先：郵便振替 加入者 岐阜県嚥下障害研究会 

           口座番号 ００８９０-３-１１４１４２ 

＊通信欄に「○○年度分会費」とご記入願います。 

＊“振替用紙の控え”をもって 会員証とします。 

＊２年間会費を滞納すると、自動退会となります。 

 
 

（注）未入会者は 入会申込み手続きが 別途必要！ 

 

 問合わせ：土岐市立総合病院リハビリテーション部 

言語聴覚士 加藤まで 

  

平成２４年８月 26日（日） 

講師：加藤孝憲氏 土岐市立総合病院 言語聴覚士 

      （研究会副会長、日本摂食・嚥下リハ学会認定士） 

川口千治氏 朝日大学附属病院 歯科衛生士    

（研究会 理事） 

豊島義哉氏 木沢記念病院  言語聴覚士 

   （研究会会長、日本摂食・嚥下リハ学会評議員、認定士） 

場所：木沢記念病院 中部療護センター 
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「仰臥位より腹臥位」 

 

社会福祉法人いぶき福祉会  

第二いぶき   

看護師 白木 寿子 

 

モグモグ通信の原稿を依頼され、「わかりまし

た」と返事をさせていただいたのに、「何を書こ

う？勉強会ではうんうんと納得することばかりだ

ったのに、文字でどう表現すればいいのだろう？」

と悩んでしまいました。そこで、何を学んだのか

じっくり振り返る機会とさせていただきました。 

 以前、藤田保健衛生大学の富田昌夫教授に「ゆ

すり」の頚部緊張の抜き方を教えていただきまし

た。今でもわからないなりに、現場で緊張の強い

利用者さんがマット上で楽に居られるように「ゆ

すり」を取り入れています。が、前回の勉強会で

も、頚部の緊張の抜き方はうろ覚えで、本当にこ

れであっているのか？緊張が抜けているのか？と

不安もあり、もう一度勉強させていただきたく参

加しました。 

今回は一日での講演と実技で、内容も濃く、実 

技でも先生の手は魔法の手のようで緊張が抜け

ていくのが目に見えてわかりました。実際に受

講者の看護師さんと二人でペアになって体験して

みましたが、先生のされるようにはできず･･･「ど

うやればいいんだろう？」の連続でした。見よう

見まねでやってはみるものの、緊張の抜き方はど

うしても真似できませんでした。でも、仰臥位で

は、緊張を抜いても手足を動かすことにより、す

ぐに緊張が高まってしまう。しかし、腹臥位では

緊張がもどりにくいことが先生の講義と実技を見

て実感しました。 

私の施設では、日中は車椅子から降りマットで

利用者さんは過ごされます。自分で体位変換でき

ない方や、緊張が強い方も多く、仰臥位で過ごす

時間も多いのが現実です。施設にいるときだから

こそ、できるだけ色々な体位を取れるように心が

けています。今まで私たち介助者も経験していな

い腹臥位に挑戦するのは難しいとは思いますが、

改めて利用者さんの生活上での体位変換が本当に

大切になってくることを感じました。これからも

勉強会に参加し、実践で生かせる技術を身につけ

たいと思います。 

 

 

 

 

          

          

 
成人 勉強会 

レポート  

 

平成２４年９月２２日（土） 

内容：摂食・嚥下障害に対する理学療法的アプローチ 

～呼吸・筋緊張の改善を目指して～ 

講師：冨田昌夫氏 

   藤田保健衛生大学医療科学部 

リハビリテーション学科 教授 理学療法士 

場所：土岐市立総合病院 核医学棟 大会議室 

第 15 回学術講演会 中濃大会 

tyuutyuunoutaikai  
 

豊島義哉氏 柴田一浩氏 加藤孝憲氏 玄 景華氏 栗木みゆき氏 

You Tube に学術講演会の様子をアップしました 

「岐阜県嚥下障害研究会」で検索してください。 
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― 編集後記 －第１５回学術講演会中濃大会を盛会の中終えることができました。これも会員ならびに

関係者の皆様の摂食・嚥下障害への関心の高さの賜物と感謝申し上げます。14 年前に研究会が発足し、

試行錯誤だった研究会役員をはじめ会員一人ひとりが、現在、各現場で摂食・嚥下リハビリコーディネ

ーターとして日々奮闘していることを確認できた大会でもありました。 （TOYO） 

スタッフ一同 

日 時：平成２４年１１月２５日（日） 場所：タウンホールとみか （富加町） 

講演１ 摂食・嚥下障害児者のリハビリテーション ～病院、施設、学校、在宅そして介護予防～ 

豊島義哉氏（岐阜県嚥下障害研究会長、木沢記念病院 言語聴覚士） 

講演 2 小児の摂食障がいへの取り組み「楽しくおいしく食べるために」～療育現場で大切にしていること～ 

柴田一浩氏（研究会理事、岐阜県立希望が丘学園 医療部訓練指導課 言語聴覚士） 

講演３ 摂食・嚥下障害児者のリハビリテーション ～評価（ＶＥ，ＶＦ）から対応～」 

玄景華氏（研究会副会長、朝日大学歯学部 口腔病態医療学講座 障害者歯科学分野 歯科医師） 

講演４ 摂食・嚥下障害へのバルーン法の実際 

        加藤孝憲氏（研究会副会長、土岐市立総合病院 リハビリテーション部 言語聴覚士） 

講演５ 在宅における摂食・嚥下障害児者のリハビリテーション ～訪問歯科衛生士の立場から～ 

         栗木みゆき氏（研究会理事、岐阜県歯科衛生士会副会長、  

多治見口腔ケアグループはねっと 歯科衛生士） 

12：10～13：30 書 籍、嚥下障害補助食品、歯科関係の展示・配布 

後 援：岐阜県医師会、岐阜県歯科医師会、岐阜県看護協会、岐阜県歯科衛生士会、岐阜県栄養士会  

岐阜県理学療法士会、岐阜県作業療法士会、岐阜県言語聴覚士会、岐阜県老人福祉施設協議会 

岐阜県居宅介護支援事業協議会、岐阜県デイサービスセンター協議会 

来年は高山で！

マーク 

駐車案内 

▲書 籍、嚥下障害補助食品、歯科関係の展示・配布 
新役員が承認されました▼  


